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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年1月29日(2009.1.29)

【公表番号】特表2008-523236(P2008-523236A)
【公表日】平成20年7月3日(2008.7.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-026
【出願番号】特願2007-546867(P2007-546867)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ   1/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  12/30     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  20/58     (2006.01)
   Ｄ２１Ｈ  21/10     (2006.01)
   Ｄ２１Ｈ  17/42     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  21/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/14    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   1/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  12/30    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  20/58    　　　　
   Ｄ２１Ｈ  21/10    　　　　
   Ｄ２１Ｈ  17/42    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  21/01    １０５　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月8日(2008.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
セルロース繊維と、水混和性ポリマーとを含むセルロース系繊維の組成物であって、該水
混和性ポリマーは、少なくとも１個のアリール基、および、少なくとも１個の－Ｓ（＝Ｏ
）２ＯＲ１、または、－ＯＳ（＝Ｏ）２（Ｏ）ｐＲ１部分で置換された少なくとも１種の
エチレン性不飽和の単量体（Ａ）から形成されたポリマーセグメントを含み、ここで、ｐ
は、０または１であり、Ｒ１は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アリールまたはカチ
オンであり、該ポリマーは、約５百万またはそれより大きい重量平均分子量を有する、上
記組成物。
【請求項２】
前記単量体Ａは、スチレンスルホン酸、ビニルトルエンスルホン酸、α－メチルスチレン
スルホン酸、アネトールスルホン酸、ビニルフェニル硫酸、４－スルホナートＮ－ベンジ
ルアクリルアミド、４－スルホナートＮ－フェニルアクリルアミド、ビニルピレンスルホ
ン酸、ビニルアントラセンスルホン酸、２－アクリルアミド－２－メチル－プロパンスル
ホン酸（ＡＭＰＳ）、ビニルスルホン酸、ビニルピリジニオプロパンスルホナートの遊離
酸または塩、および、それらの混合物からなる群より選択される、請求項１に記載のセル
ロース系繊維の組成物。
【請求項３】
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前記単量体Ａは、スチレンスルホン酸の遊離酸または塩を含む請求項１に記載のセルロー
ス系繊維の組成物。
【請求項４】
前記単量体Ａは、式Ｉ：
【化１】

を有し、式中：
Ｒ１は、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｌｉ＋、ＮＨ４

＋またはＲ５ＮＨ３
＋であり、

Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、独立して、Ｈまたはアルキルであり、－ＳＯ３Ｒ１基は、オル
ト、メタまたはパラ位に存在する、請求項１に記載のセルロース系繊維の組成物。
【請求項５】
前記単量体Ａは、式ＩＡまたはＩＢ：

【化２】

を有し、式中：
Ｒ１はカチオンであり、
Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、独立して、Ｈまたはアルキルであり；および、
Ａｒはアリールである、請求項１に記載のセルロース系繊維の組成物。
【請求項６】
少なくとも１種のエチレン性不飽和のアニオン性または非イオン性単量体（Ｂ）から形成
されたポリマーセグメントをさらに含む、請求項１に記載のセルロース系繊維の組成物。
【請求項７】
少なくとも１種のエチレン性不飽和のアニオン性または非イオン性単量体（Ｂ）から形成
されたポリマーセグメントをさらに含む、請求項３に記載のセルロース系繊維の組成物。
【請求項８】
前記単量体Ａは、スチレンスルホン酸のナトリウムまたはアンモニウム塩を含み、そして
前記単量体Ｂは、アクリルアミドである、請求項６に記載のセルロース系繊維の組成物。
【請求項９】
前記単量体Ａは、スチレンスルホン酸のナトリウムまたはアンモニウム塩を含み、そして
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前記単量体Ｂは、アクリル酸の塩である、請求項６に記載のセルロース系繊維の組成物。
【請求項１０】
Ａ：Ｂのモル比は、約５：９５～約１００：０である、請求項６に記載のセルロース系繊
維の組成物。
【請求項１１】
セルロース系繊維の組成物における濾水および固形分の歩留まりを改善する方法であって
：
セルロース系繊維の組成物に、アニオン性水混和性ポリマーを添加することを含み、害ア
ニオン性水混和性ポリマーは、少なくとも１個のアリール基、および、少なくとも１個の
－Ｓ（＝Ｏ）２ＯＲ１、または、－ＯＳ（＝Ｏ）２（Ｏ）ｐＲ１部分で置換された少なく
とも１種のエチレン性不飽和の単量体（Ａ）から形成されたポリマーセグメントを含み、
ここで、ｐは、０または１であり、Ｒ１は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アリール
またはカチオンであり、該ポリマーは、約５百万またはそれより大きい重量平均分子量を
有する、上記方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
この文書中で引用または記載されたそれぞれの特許、特許出願および公報の開示は、それ
らの全体を参照により本発明に含める。
本明細書で説明されている改変に加えて、当業者であれば、前述の説明から本発明の様々
な改変を十分に理解できると思われる。このような改変も、添付の請求項の範囲内に含ま
れるものとする。
［本発明の態様］
［１］
セルロース繊維と、水混和性ポリマーとを含むセルロース系繊維の組成物であって、該水
混和性ポリマーは、少なくとも１個のアリール基、および、少なくとも１個の－Ｓ（＝Ｏ
）２ＯＲ１、または、－ＯＳ（＝Ｏ）２（Ｏ）ｐＲ１部分で置換された少なくとも１種の
エチレン性不飽和の単量体（Ａ）から形成されたポリマーセグメントを含み、ここで、ｐ
は、０または１であり、Ｒ１は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アリールまたはカチ
オンであり、該ポリマーは、約５百万またはそれより大きい重量平均分子量を有する、上
記組成物。
［２］
前記単量体Ａは、スチレンスルホン酸、ビニルトルエンスルホン酸、α－メチルスチレン
スルホン酸、アネトールスルホン酸、ビニルフェニル硫酸、４－スルホナートＮ－ベンジ
ルアクリルアミド、４－スルホナートＮ－フェニルアクリルアミド、ビニルピレンスルホ
ン酸、ビニルアントラセンスルホン酸、２－アクリルアミド－２－メチル－プロパンスル
ホン酸（ＡＭＰＳ）、ビニルスルホン酸、ビニルピリジニオプロパンスルホナートの遊離
酸または塩、および、それらの混合物からなる群より選択される、１に記載のセルロース
系繊維の組成物。
［３］
前記単量体Ａは、スチレンスルホン酸の遊離酸または塩を含む１に記載のセルロース系繊
維の組成物。
［４］
前記単量体Ａは、式Ｉを有し、式中：
Ｒ１は、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｌｉ＋、ＮＨ４

＋またはＲ５ＮＨ３
＋であり、

Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、独立して、Ｈまたはアルキルであり、－ＳＯ３Ｒ１基は、オル
ト、メタまたはパラ位に存在する、１に記載のセルロース系繊維の組成物。
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［５］
前記単量体Ａは、式ＩＡまたはＩＢを有し、式中：
Ｒ１はカチオンであり、
Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、独立して、Ｈまたはアルキルであり；および、
Ａｒはアリールである、１に記載のセルロース系繊維の組成物。
［６］
少なくとも１種のエチレン性不飽和のアニオン性または非イオン性単量体（Ｂ）から形成
されたポリマーセグメントをさらに含む、１に記載のセルロース系繊維の組成物。
［７］
少なくとも１種のエチレン性不飽和のアニオン性または非イオン性単量体（Ｂ）から形成
されたポリマーセグメントをさらに含む、３に記載のセルロース系繊維の組成物。
［８］
前記単量体Ｂは、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－アルキルアクリルアミド、Ｎ
－メチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリ
ルアミド、アクリロニトリル、Ｎ－ビニルメチルアセトアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド
、Ｎ－ビニルメチルホルムアミド、Ｎ－ビニルピロリドン、スチレン、ブタジエン、酢酸
ビニル、アクリル酸メチル、メタクリル酸メチル、アクリル酸アルキル、メタクリル酸ア
ルキル、アルキルアクリルアミド、アルキルメタクリルアミド、アルコキシル化アクリラ
ート、メタクリラート、アルキルポリエチレングリコールアクリラート、アルキルポリエ
チレングリコールメタクリラート、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、フマル酸、
イタコン酸、アクリルアミドグリコール酸の遊離酸または塩、および、それらの混合物か
らなる群より選択される、６に記載のセルロース系繊維の組成物。
［９］
前記単量体Ｂは、アクリルアミドである、６に記載のセルロース系繊維の組成物。
［１０］
前記単量体Ｂは、アクリル酸の塩である、６に記載のセルロース系繊維の組成物。
［１１］
前記単量体Ａは、スチレンスルホン酸のナトリウムまたはアンモニウム塩を含む、９に記
載のセルロース系繊維の組成物。
［１２］
前記単量体Ａは、スチレンスルホン酸のナトリウムまたはアンモニウム塩を含む、１０に
記載のセルロース系繊維の組成物。
［１３］
Ａ：Ｂのモル比は、約５：９５～約１００：０である、６に記載のセルロース系繊維の組
成物。
［１４］
Ａ：Ｂのモル比は、約２０：８０～約１００：０である、６に記載のセルロース系繊維の
組成物。
［１５］
Ａ：Ｂのモル比は、約３０：７０～約１００：０である、６に記載のセルロース系繊維の
組成物。
［１６］
前記セルロース繊維は、パルプスラリーを含む、１に記載のセルロース系繊維の組成物。
［１７］
前記セルロース繊維は、紙または板紙を含む、１に記載のセルロース系繊維の組成物。
［１８］
無機鉱物性の増量剤、顔料、サイズ剤、スターチ、堆積を制御する物質、充填剤、不透明
化剤、蛍光増白剤、増強剤、有機または無機凝固剤、および、従来の凝集剤の少なくとも
１種をさらに含む、１に記載のセルロース系繊維の組成物。
［１９］
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セルロース系繊維の組成物を製造する方法であって：
水性セルロース系繊維のスラリーに、アニオン性水混和性ポリマーを添加することを含み
、該アニオン性水混和性ポリマーは、少なくとも１個のアリール基、および、少なくとも
１個の－Ｓ（＝Ｏ）２ＯＲ１、または、－ＯＳ（＝Ｏ）２（Ｏ）ｐＲ１部分で置換された
少なくとも１種のエチレン性不飽和の単量体（Ａ）から形成されたポリマーセグメントを
含み、ここで、ｐは、０または１であり、Ｒ１は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、ア
リールまたはカチオンであり、該ポリマーは、約５百万またはそれより大きい重量平均分
子量を有する、上記方法。
［２０］
セルロース系繊維の組成物における濾水および固形分の歩留まりを改善する方法であって
：
セルロース系繊維の組成物に、アニオン性水混和性ポリマーを添加することを含み、害ア
ニオン性水混和性ポリマーは、少なくとも１個のアリール基、および、少なくとも１個の
－Ｓ（＝Ｏ）２ＯＲ１、または、－ＯＳ（＝Ｏ）２（Ｏ）ｐＲ１部分で置換された少なく
とも１種のエチレン性不飽和の単量体（Ａ）から形成されたポリマーセグメントを含み、
ここで、ｐは、０または１であり、Ｒ１は、それぞれ独立して、Ｈ、アルキル、アリール
またはカチオンであり、該ポリマーは、約５百万またはそれより大きい重量平均分子量を
有する、上記方法。
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